











































































?f 人 研 究
あったのである。こうして，ベッセマー法の採用は鉄
鋼業における固定資本の増大を一層おし進めることと
なった。
　イギリス鉄鋼業における株式会社の展開がはじめに
みたように比較的大型の会社の設立を中心におこなわ
れたのは，以上のような生産構造の発展にもとつくも
のであった。けれども，こうした株式会社の形成が，
直ちに広汎に大規模に社会的資金を集中するものとし
ておこなわれたわけではなかった。むしろ60年代は，
個人・組合企業の支配的な存在の中から，それらによ
る株式会社への組織変更を主流として漸進的な形で進
行したのである。このことは，「世界の工場」たるイ
ギリス資本主義の成長が，豊富な個人資本の蓄積をも
たらしていたことを意味するものであった。したがっ
てまた，伝統的な個人・組合企業の広汎な存在という
こともあって，当時の鉄鋼業における株式会社はなお
かなり組合企業的色彩を強く残し，出資者の社会的規
模も比較的狭く，徐々に拡大する方向をたどった。そ
れに応じて鉄鋼業証券の発行・流通市場もそれぞれの
会社の立地する地方を中心としたものであり，当時す
でに国際資本市場として発展しつつあったロンドン市
場とはほとんど関連をもたなかった。
　イギリス鉄鋼業における株式会社の形成は，70年代
初頭の好況期にもさらに進み，ここでは比較的多数の
中小資金所有老層の投資を誘ったが，その主要な部分
であった錬鉄企業の組織変更による株式会社の多く
が，73年恐慌とそれにつづく深刻な不況で破綻したた
めに，鉄鋼業ばかりでなく産業証券に対する投資家層
の根強い不信を残すこととなった。以後70～80年代は
有名な大不況期であり，鉄鋼業ばかりでなく，イギリ
ス産業における株式会社の形成過程は複雑な影響を受
けることとなった。
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